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「安全保障」について

かんだのは、『稿本天理教教祖伝逸話篇』
の二つの逸話です。一つは 114 の

“ 泉田藤吉氏が、十三峠で３人の追剥に
出会った時、かしもの・かりものの教えを
思い出して、盗賊から言われるままに、着
物を皆脱いで財布をその上に載せて、「ど
うぞ、お持ちかえり下さい」と正座して頭
を下げたところ、追剥は一物も取らずに行
き過ぎた。”
という話。もう一つが、188 の

“ ある時、お屋敷へ 5、6 人の壮漢が暴
れこんできた。2 階で会議をしていた取次
の人々は走って下りて、暴徒を相手に命が
けで防ぎ戦い、皆で暴徒を組み伏せ警察へ
通知した。大活躍した平野楢蔵氏に対して、
教祖が「この者の度胸を見せたのやで。明
日から、屋敷の常詰にする」と言われた。”
という話です。

ギルバート氏に、「世の全ての人が泉田
藤吉（天理教信者）になれば、警察や軍隊
は不要になります」と言うのか、「暴力・
犯罪を抑止する力は必要で、無頼漢へ立ち
向かう勇気はお道でも称賛されます」と答
えるのか…？

今から 30 年ほど前、筆者が会長に就任
した当初は、教会の表玄関に鍵をかけてい
ませんでした。しかし、その後、賽銭泥棒
に何度か入られて、夜間は施錠をすること
にしました。“ 神様への真実のお供えを盗
まれてはいけない ”“ 盗人を作る環境を放
置して、誰かに悪いんねんを積ましてはい
けない ” そういう思いもありましたが、一
番の理由は、“ 教会在住者が暴漢と鉢合わ
せして怪我などするのを避けたい ” という
ものでした。

安全保障への答えは、“ 理想は泉田流な
れども、現実は平野流…？ ” 筆者が長年答
えを出すのに悩ましく思っている課題で
す。

過日の『夕刊フジ』（2014 年 11 月 21
日発行）に、ケント・ギルバート氏（カ
リフォルニア州弁護士・タレント）の次
のような文が載っていました。

「平和主義を掲げた日本国憲法を
守っていれば他国は日本に戦争を仕
掛けてこない」という無邪気で無責
任な主張をする人々に、ぜひ一度、
試してほしいことがある。
（私はこの地域を犯罪のない誇りあ

る場所にしたいのです。従って、わ
が家はドアと全ての窓、自家用車、
自転車にカギを掛けません。わが家
には武器は一切なく、もし強盗や強
姦魔が侵入しても、決して反撃しま
せん。）

このような張り紙を、自宅のドア
や壁、車などに貼るのである。そし
てどの程度の期間無事でいられたの
か、私に報告してほしい。英語、中
国語、ポルトガル語、スペイン語も
併記して、インターネット上で、住所、
氏名、電話番号、所有財産まで公開
すれば完璧である。

もし１カ月間無事であれば、日本
の驚異的な治安の良さに感謝すべき
だ。だが、それを行う勇気がないの
であれば、同様の行為を国家に求め
る自分の浅薄さと身勝手さを恥じた
方がいい。

日本の治安が世界一なのは、日本
人の国民性と警察のおかげである。
地域の安全を守るのが警察であるよ
うに、国家の安全を守るのが軍隊だ。
日本が戦後 70 年間も無事でいられた
理由は憲法第９条ではなく、在日米
軍、自衛隊、日米安保条約のおかげ
である。

さて、この記事を読んで筆者の頭に浮

人権問題研究室公開研究会にて発題（堀内
みどり）／第 276 回研究報告会（11 月 28 日）
17 世紀初頭の長崎における聖なる空間と「小
教区制度」（トロヌ・カルラ）／「第 2 回宗
教研究会「アメリカ合衆国における同性婚
と宗教」金子珠理／第 277 回研究報告会（堀
内みどり）／第 60 回伝道研究会　「シンガ
ポール出張所の文化活動」（森洋明）／第 12
回「宗教と環境」研究会を開催（佐藤孝則）
／新刊案内／「開講 20 周年記念・公開教学
講座」／「出前教学講座」申し込み受付／『グ
ローカル天理』年間購読のご案内


